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研究成果の概要（和文）：近年、インターネットなどの情報科学の発展によって我々は経験する

前にそれがどのようなものかを知識として持ち、その知識に基づいて予測を持つことが可能で

ある。しかし、このような知識とそれに基づく予測がどのように我々の経験に影響を与えるか

は明らかではない。本研究では、特に感情に注目することで、次にどの程度嫌な感情経験をす

るかという知識がどのように感情経験、感情刺激への注意に影響を及ぼすか脳波を用いて検討

した。2 つの実験の結果から、我々は予測に基づいて感情経験、感情刺激の処理を調節するこ

とが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：Recently, remarkable developments in information technology such 
as internet enable us to have a knowledge about the upcoming event and predict what kind 
of feeling we will experience before we experience the event itself. However, it is not clear 
how such prediction modulates our feelings and processing of the event. Present study 
focusing on emotion investigated how the prediction or knowledge about to what degree we 
would experience unpleasant feeling modulated our emotional experience and processing of 
emotional stimuli using Electroencephalogram (EEG). Results from two experiments 
suggest that prediction about upcoming emotional event modulates emotional experience 
and attention to the event in the direction of the prediction. 
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１． 研究開始当初の背景 
（1）高度情報化社会に生きるヒトは、他者
との会話、テレビ、インターネットなどの情
報媒体から言語的な情報を得ることができ
る。これは、ヒトを他の生物と分ける特徴で

あり、この能力によりヒトはある刺激を知覚
する以前から、その刺激の性質についての知
識を持つことができる。近年、情動制御研究
の文脈において、上記のような刺激の知識に
基づく予期は情動刺激処理を調節すること
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が示唆されている（Ochsner & Gross, 2006）。 
 
（2）予期に基づく情動制御は、言語情報に
より形成される刺激の知識が情動刺激に対
する準備状態をトップダウン的に調節する
こ と で 起 こ る こ と が 示 唆 さ れ て い る
（Benedetti et al., 2006）。しかし、一方で、
情動刺激を無条件刺激に用いた古典的条件
付けの文脈では、条件刺激の提示は無条件刺
激に対する準備状態を調節して刺激受容を
調節する（Domjan et al., 2005）。これらは、
刺激についての顕在的な知識と条件付けの 2
つのプロセスが予期に基づく情動制御にか
かわることを示唆する。 
 
（3）上記 2 つのプロセスがどのように相互
作用するかは不明である。よって、予期に基
づく情動制御において顕在的な知識と条件
付けがどのように相互作用するかを検討す
ることが必要である。 
 
 
２．研究の目的 
 
上記の背景を踏まえて、研究期間内に以下の
2 つの点を明らかにすることを目的とした。 
 
（1）顕在的な知識と条件付けの 2 つのプロ
セスの相互作用が情動刺激処理をどのよう
に調節するのかを明らかにする。 
 
（2）顕在的な知識と条件付けの 2 つのプロ
セスの相互作用を担う神経基盤の解明。 
 
 
３．研究の方法 
 
（1）本研究の方法として、S1-S2 課題を用い
た実験パラダイムを用いた。この実験パラダ
イムは痛覚刺激のノーシーボ効果の実験パ
ラダイム（Colloca et al.、 2008）におい
て用いられているものを視覚的情動刺激へ
と変更したものである。具体的な刺激、手続
きとしては、□、△、○を S1 として、感情
喚起画像（International Affective Picture 
System：APS）を S2 として対呈示する S1－S2
課題を用いた。 

実験手順として、参加者は予期を形成する
ための条件付けセッションと予期の効果を
検討するテストセッションを行った。条件付
けセッションでは、S1 図形は高不快手がかり
刺激、中不快手がかり刺激、中性手がかり刺
激として、IAPS の基準値により分類された高
不快画像、中不快画像、中性画像と対呈示さ
れた。条件付けセッション終了後、テストセ
ッションにおいては、高不快手がかり刺激の
後に中不快画像を呈示することで不快度の

予期が中不快画像刺激処理を調節するかを
検討した。よって、テストセッションにおい
ては、高不快手がかり刺激－中不快画像（高
不快条件：hUP）、中不快手がかり刺激－中不
快画像（中不快条件：mUP）、中性手がかり刺
激－中性画像（中性条件：N）の 3条件を設
定した。参加者は、明示的に手がかり刺激と
画像の不快度についての随伴性を教示され、
S2 呈示後に S2 の不快度を 1（不快ではない）
から 9（非常に不快である）で評定するよう
指示された。また、2年度目に行った研究に
は、低不快手がかり刺激―中性画像（低不快
条件：lUP）を加えた 4条件を設定した。 
 
（2）情動刺激の処理を反映する脳波成分と
して、視覚的情動刺激が提示された後 400ms
以降に後期陽性成分（Late Positive 
Potential; LPP）が観察されることが多く報
告されている。この成分は扁桃体における情
動刺激処理を反映していることが脳の損傷
研究から明らかになっている。また、この成
分は、視覚的情動刺激への注意の配分や記憶
の固定化、符号化などを表していることが報
告されている。本研究では、この LPP の振幅
を情動刺激処理の神経活動として用いるこ
とで研究を行った。 
 
（3）LPP を計測するために上記課題中の脳波
を測定した。脳波は、鼻尖を基準として頭皮
上 32 部位より脳波を記録した。眼球運動に
よるアーティファクトの除去を行うため眼
電図を同時に記録した。バンドパスフィルタ
は0.05Hz、サンプリング周波数500Hzとした。
記録された脳波のデータを画像呈示オンセ
ットで条件毎に加算平均を行った。目視によ
り明確な LPPが観察されたため先行研究に従
って 400‐700ms と 700-1000ms の平均振幅値
を各条件で算出した。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）初年度は、学習により形成された刺激
の情動価の予期が視覚的情動刺激の処理に
どのように影響を及ぼすかを検討した。具体
的には、研究の方法（1）の S1-S2 課題を学
習試行とテスト試行に分けることで情動価
の予期を操作することを行った。 
はじめに、学習試行において情動価の予期

を操作するため IAPS から高い不快度、中程
度の不快度、低い不快度の画像を選定し、そ
れぞれの種類の画像を異なる幾何学図形と
対呈示することで幾何学図形により惹起さ
れる情動価の予期を操作した。次に、テスト
試行では、それぞれの幾何学図形に対して同
程度の不快度画像を対呈示し、実験参加者に
呈示された画像の主観的不快度の評定を求



めた。また、予期により画像の刺激処理が調
節されるかを調べるため、画像呈示中の LPP
を測定した。その結果、学習試行において高
い不快度の画像と対呈示された幾何学図形
の後に呈示された画像は他の幾何学図形の
後に呈示された画像よりも不快であると評
価された（図 1）。さらに、画像呈示中の脳波
の中で、特に画像の不快度や覚醒度と関連す
る後期陽性成分の振幅は、高い不快度の画像
と対呈示された幾何学図形の後に呈示され
た画像に対して、他の画像に対してよりも大
きな振幅を示した（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 予期の操作に伴う感情画像の主観的
評価の調節 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 CPz における総加算平均波形 
 

これらの結果より、学習により形成された
情動価の予期は、予期の内容に基づき刺激の
評価を調節することが分かった。さらに、後
期陽性成分は刺激への注意容量の配分や符
号化を反映するという先行研究より、顕在的
に高い不快度を予期することは後続の不快
刺激への注意配分、符号化処理を促進するこ

とが分かった。 
 
（2）初年度では、不快度の顕在的な予期が
後続の不快刺激への注意容量の配分や符号
化を促進することを明らかにした。しかし、
初年度に行った研究では、不快度の予期は不
快画像の処理のみを調節するのか、中性画像
においても同じような促進が観察されるの
かは明らかではない。このため 2年度目では、
不快画像を予期させる視覚刺激の後に中性
刺激を呈示する条件を設定し、この中性刺激
に対する主観的不快度評定と後期陽性成分
を測定することでこの検討を行った。 
その結果、初年度に観察したように、高い

不快度の画像を予期させる手がかり刺激の
呈示は中程度の不快画像に対する主観的不
快度を高くするように働き、同時に後期陽性
成分の振幅を大きくした。このことは初年度
の実験結果を追試するとともに、現象の頑健
さを表している。 

一方、同様の操作は中性刺激に対しては観
察されず、情動価の予期は中性画像の主観的
評価・刺激処理に影響を与えないことが明ら
かとなった（図 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 CPz における総加算平均波形 
 
これらの結果から、学習と教示に基づき形

成された情動価の予期は、予期の内容に基づ
き視覚刺激の処理を調節するが、この効果は
後続の刺激が情動価を持っている場合に限
る可能性が示唆された。 
 
（3）以上 2 つの研究から大きく 2 つのこと
が明らかとなった。1 つは、我々の感情刺激
の処理というのは、先行する手がかり刺激の
有無により調節されることである。不快度を
高く見積もっている時には、同程度の不快度
の刺激であっても主観的不快度はより高く、
LPP 振幅はより大きくなっていることがこれ
を表している。また、2 つ目の研究の結果か
ら、この予期の効果は、後続する刺激に感情
価がないと生じないことが分かった。これは、
いくら次に不快な刺激が提示されるという
知識を持っていても実際に感情価を持って
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いない刺激に対しては注意の増大などは起
こり得ないことを示している。 
 2 つ目に明らかとなった点として、感情価
の予期による刺激処理の調節は、扁桃体を中
心とするシステムに影響を与えることであ
る。近年の研究により、LPP の振幅は扁桃体
の損傷患者では著しく低下していることが
示されており、LPP 振幅は感情刺激の処理の
中でも刺激の物理的な処理というよりは感
情的な側面を評価していることが示唆され
ている。このことから、本研究の結果により、
感情価を予期することは扁桃体の神経活動
を調整し、入力された感情刺激に対する注意
の閾値を調節しているという可能性が考え
られる。今後は、より顕在的な知識と経験に
基づく予期を区別する実験パラダイムを用
いることで、予期による感情刺激の処理にお
ける扁桃体の神経活動をより詳細に検討す
る必要があるだろう。 
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